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出席報告：会員80（75）名　出席60名　出席率80．00％　前回出席率84．00％　修正出席69名　確定出席率92．00％

（ゲストスピーチ）

私　　と　　国

10月に1度お招きをいた
だき、GSE派遣を前にし
て抱負をのべさせていただ
きましたが、先日、藤川さ
んより電話があり、今日ス
ピーチをやるようにとのお

話しでございましたので、

前回と重複する点もあり、
お聞きぐるしいかと存じま

すがお話しさせていただき
たいと思います。

GSEの出発は来年5月1日の予定です。これか
ら冬の闇、専問分野である農業関係の資料を一生懸
命集めてみたいと思って居ります。

GSEの大きな目的としては、自分の専問分野で
ある職業の研究と、国際理解を深めることであると
いわれています。
国際理解といわれても私共なかなか身近かには感

じられないのが実情ではないかと思います。最近海
外より大きなニュースが逐次入ってきます。しかし
これが私達のくらし、殊に私の場合は農業をやって
いるので、これがどうかかわりがあるのか、直接ひ
びくことはまずないと考えられます。

しかし結局、最後には地球の中で起っている事だ
から自分にも関係があるんだなあと考えるようにな
ってきました。

私は1977から1978まで今鶴岡に来ておられるジ
ュリー．マックレーさんと同じように、交換学生と

してオハイオ州に送っていただきました。その時感
じた事を少し話してみたいと思います。
やっぱりジュリーさんと同じように言葉が少しし

か出来なかった。中学、高校を通じて英語を勉強し
て来たけれども通じなかった。簡単な事なら言える
が、自分の気持ちを表現しようとするとなかなか出
来ない。これから一年暮さなければならない、早く
言葉を覚えなければとあせるのですが、思うように
出来ない。だんだんプレッシャーを感じ、3ケ月過
ぎに相当に落ち込んだ気持ちになった。しかし言葉
は通じなくても同じ行動をとる事によって、気持ち

際　理　解

木　村　日出夫　氏

と気持ちのふれあいが生じて信頼が生まれ、どうに
か毒すことが出来たと思います。

また言葉の壁にぶち当って、まだ本当の友達がな
かったので、3～4ケ月頃相当悩んでホームシック
になりかけていた頃、丁度私がアメリカに出発する

前の年まで鶴岡工業におられたというダイアンさん
という、ペンシルバニアに住んでおられた万から遊
びに釆ないかという手紙をいただきました。

何としても行きたかったのですが、ロータリーの
きまりで一人ではだめだと言われました。しかし、
クラブでも私の気持ちを察してくれ、このままでは
ホームシックがひどくなるばかりと判断したんだと
思います。ペンシルバニア迄の切符をクリスマスプ
レゼントとしてやるから、行ってホームシックを直

して来いと言われました。この旅行を機に言葉の上
達が進んだように思っています。今迄は何といって
も甘えの気持ちがありましたが、見ず知らずの人と
の接触は大変勉強になったいい旅行だったと思って
います。

昨日私の英語のサークルにジェリーさんがおいで
になりましたが、やはり私と同様言葉についての悩
みを話しておられました。これからだからと励まし
てやりました。やはり言葉のハンディが一番大きい。

その国の言葉を自由にあやつることが出来て初めて
本当の暮らしが分るんだなあとつくづく感じました。

私の二番目のホストファミリーの家はお父さんが
心臓が悪く、お母さんがボートを作る工場に働きに
行って4人の子供と私を養ってくれていた訳です。
アメリカにもこういう家族がいるんだなあと思いま

した。地球に住む人は肌の色、目の色などには関係
なく、家族という小さな人と人との連がりの上に成

り立っているんだなあとつくづく感じました。
1年間アメリカで暮して友達も沢山出来ました。

ロータリー交換学生だけでアメリカ一周旅行にも参

加しました。今、世界のあちこちに友達がいます。
世界のニュースを見る目も違って来ました。例えば
メキシコで地震があれば、メキシコの友人と結びつ
け身近に感じるわけです。
私としての国際理解とは、人と人との理解から更

あなたが鍵です－会員増強にご協力を／



に国と国との理解を深めて行く事ではないかと思っ
ています。

これから来年5月の出発まで、6週間という滞在
期間中もっともっと有意義な理解を深める事が出来
るように下準備をし、勉強をして、友達もいっぱい
作って来たいし、鶴岡のいい所を沢山紹介して参り
たいと思って居ります。

〔会長報告）　佐馴原治君
1．鹿児島西R．C会長副田正臣、鮫島志芽太の両氏
より鄭重なるお礼状が参りました。このお2人は
去る10月16日グランド．エルサンに於きまして兄

弟都市盟約15周年鶴岡記念式典開催の時、鹿児島
市親善訪問使節団に加わっておりました。

2．11月9日、庄内分区代理和嶋茂男さんより松永
ガバナーよりの依頼事項として、次の様なアンケ
ートと調査の依頼がありました。

記
1．ロータリアン夫人の会の結成状況と今後の見

通し
2．ロータリアン夫人（会）としての独自の奉仕活

動実績
3．11月9日18時30分より中国飯店におきまして訪

台準備委員会の第1回目の会合を開きました。細
部に関しては後刻委員長の塚原さんよりご報告が
あると思います。

4．教育110番について

最近教育110番の相談件数も著しく減少してお
りますので、今後の問題としてどう処理すべきか
という事で11月5日の理事会に諮りましたところ
110番の特別委員会の委員をも含めて相談すべき
であるとの意向でありましたので、本日例会終了
後、運営委員、特別委員会の委員の方々お残り下
さい。

5．咋11月11日19時より中国飯店におきましてS・
A・Aの委員会を開催し、今後の在り方について
種々協議を行いました。石川先輩からは経験に基
いた貴重なお話など発表して頂き、ほんとうに有
難うございました。

⊂車＿＿事報告つ　秋野　忠君
○会報到着→遊佐R．C、東京R．C、鶴岡西R．C
O案内（P・R）

・北朝鮮帰還の日本人妻自由往来実現運動の会製

作の映画の案内
tt鳥よ翼をかしで－

11月14日　P．M6：00

第3学区コミュニティセンター1，000円
ONTT鶴岡電報電話局より自動車電話設置の案内

（要員会翠＿草⊃

（訪台準備委員会〕頓原初男看

第1回訪台準備委員会報告
日　時：昭和60年11月9日　午後6時30分～9時

場　所：中国飯店
出席者：会長（佐藤）、幹事r秋野）

委員（松田（貞）、小松（廣）、山口、塚原）
オブザーバ鵬（中江）、計7名

議　題：台中海区R．C創立15周年記念式典への参
加について

（1）訪台日程（案）
昭和61年5月10日頃　3泊4日程度

（2）参加者の範囲
会員及び会員家族等

（3）理事会への提案事項
海外盟約クラブ登録料の予算化について

（4）メークアップ

訪台旅行期間中

（出席委員会）
1985一一1986出席率表

LL＿三上」と」
三井　徹君　　長男盾夫氏が西ロータリーに入会

したので
手塚　拓君　　百万石祭パレードに会社のオープ

ンカーを使わせてもらったので

（ビ　ジ　タ　ー＿」

鶴岡西R．C　　斎藤健治君．阿部光男君


